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「包装・荷造機械の安全基準－2013」正誤表               2015年 4月 27日 

（一社）日本包装機械工業会 

 

正誤表を以下に示します。訂正してお詫び申し上げます。 

 

頁 箇条・訂正箇所 誤 正 

33 ●危険区域に上肢が到達するこ

とを防止するための安全距離 

注 1の最下部 

・120mm より大きい開口部に関し

ては、JIS B 9707:2002の 

・ｅが 120mmより大きい開口 

部に関しては、 

資料 7 JIS B 9707:2002の 

36 (2) 保護方策が制御システムに

依存する場合 

③ 

③ 保護方策が・・・・ 

 ・・・のレベルが望ましい。 

③ 保護方策が・・・・ 

 ・・のレベルでなければならない。 

42 表 9 注の 4行目 SIL が最も低い安全インテグリティ

に対応する 

SIL1 が最も低い安全インテグリテ

ィに対応する 

67 3-2-2-1 一般要求事項 ガードの開口部は、床または接近レ

ベルで立ったり、 

ガードの開口部は、床または近くに

立ったり、 

133 

 

4-6-4-2-1 実証された回路技術

の使用 

①の最後 

①  制御回路を・・・接続する

（4-6-4-3-1及び図 3参照）。 

①  制御回路を・・・接続する

（4-6-4-3-1及び図 6 参照）。 

134 4-6-4-2-1 実証された回路技術

の使用 

③の（  ） 

③ 非通電による停止（4-6-4-2-2 参

照） 

③ 非通電による停止（4-6-2-2参照） 

187 【試験 2】①の上 電源自動遮断の条件が適合すること

を次の 1)及び 2)によって検証しなけ

ればならない。 

電源自動遮断の条件が適合すること

を次の①及び②によって検証しなけ

ればならない。 

 

P158 表 25   

      下記表が訂正後              枠内の表記が一部訂正 
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P159 表 26 

  下記表が訂正後                  枠内の表記が一部訂正 

 
 

頁 箇条・訂正箇所 誤 正 

31 ●精神的疲労 

「疲労」の「作業環境における対

策」の項 

証明 照明 

181 4-13-1 

② 

JIS C 8285-1 JIS C 8285:2010 

212 6  上から 6行目、7行目 残存リスク情報資料 残留リスク情報資料 

 

40 2-3-2の上 番号抜け ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

185 4-14-4 ⑤ 注 2 ULUL489 UL489 

186 4-15-2 ④ 接地抵抗の測定（100Ω以下） 接地抵抗の測定（D種：100Ω以下） 

215 6-2-2-4 ④を追加  ④ P232の追補 1 

108 4-2-3-3 

(1) 入力電源断路器は、前項の 

①～⑤ ①～④ 

109 4-2-3-5 

(3)②a) 同一エンクロージャー 

図 14(4-14-1) 図 20(4-14-1) 

137 4-7-1-1 

(2)・・可能な限り表 8及び表 9 

表 8及び表 9 表 10及び表 11 

143 4-7-4 

(1)・・・色は、表 12及び表 13 

表 13 表 14 

145 4-7-12 (2) 

④・・・、選択した機器や機会 

機会 機械 

163 4-10-8-2 (3) 

・・動通性を確実に・・らない。 

動通性 導通性 

178 4-12-1-2 ⑤ 侵入許容限度内に保もので・・・ 保つもの 

186 4-15-2 電源自動遮断の検証 電源自動遮断の検証［検証項目 b］］ ［検証項目②］ 

112 4-3-2-1-(3)-② 

P112上から 2行目 

下記 JIS B 9960-1:2008 

箇条 6.2.2-b)例外 

179 4-12-2-1-(1)-② 55℃ 60℃ 

229 6-4-1-13-(1)-② a)  b)  c) ⅰ ⅱ ⅲ 

214 6-2-2-2 ① 耐用年数 設計寿命 

95 表４ 蹴上げ・踏み面／階段 600≦ｇ＋ｈ≦660（mm） 600≦ｇ＋2ｈ≦660（mm） 

77 3-9-1 コンベヤーベルト ・・・滑らかで、接合部は凹凸や危

険な突起・・・ 

 

・・・滑らかで、凹凸や危険な突起・・・ 
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106 4-14-8-② 輸送、保管 70℃までの温度に耐えるものでなけ

ればならない 

70℃までの温度に耐えるように設計

するか、適切な温度対策をとらなけ

ればならない。 

145 

146 

4-8-1 デジタル入出力 

～4-8-5 ソフトウェアの検証 

JIS B 9960-1:1999記載内容 

2008年版には記載なし 

削除 

52 表１５ a)診断範囲の見積り  次表参照 次表参照 

    

 

P51～52 a)診断範囲の見積り 表１５  P52方策（出力装置） 

   
 

 

 

P266 資料 18  1：フィルタ・レギュレータ回路 

修正前 修正後 圧力スイッチ

圧力計

圧力計

リリーフ付減圧弁

自動排出弁付フィルタ

残圧排気弁

リリーフ付減圧弁

自動排出弁付フィルタ

残圧排気弁
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